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1. 概要(Summary) 

 近年、微細加工技術で作製したマイクロデバイスを用い

て、生体内環境を模倣して、本来の特性を発揮するように

細胞を培養する技術に注目が集まっている。この技術は、

医薬品開発において非臨床試験として実施されている平

面培養細胞実験や動物実験に代わる技術となることが期

待されている。本研究では、細胞のパターニング培養を

可能にするポリジメチルシロキサン(PDMS)のステンシル

薄膜[1]を作製することを目的として、名古屋大学の微細

加工ナノプラットフォームを利用して微細加工を行った。 

 

2. 実験(Experimental) 

・利用した主な装置 

 フォトリソグラフィ装置 

 

・実験方法  

 Si ウェハ上にスピンコーターを用いて、ネガティブフォト

レジストである SU-8 3050（MicroChem）の薄膜を形成し

た。その後、ホットプレートを用いて、100℃で 45 分間加

熱した。フォトリソグラフィ装置を用いてラインパターンマス

クを用いて露光した。95°Cで5分間加熱し、SU-8用現像

液で露光していない部分の SU-8 3050を除去した。 

3. 結果と考察(Results and Discussion) 

 フォトリソグラフィ装置を用いて、Si 基板上に、幅 50、

100、150、200 m のラインパターンを作製した(Fig.1)。

その基板にスピンコーターを用いて PDMSの薄膜を形成

し、PDMSのステンシル薄膜を作製した。今後はこの薄膜

を用いて細胞のパターニング培養を行う予定である。 
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Fig. 1 Microscopic image of a line pattern of 

SU-8 3050 on Si wafer. Scale bar: 100 m 


